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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 3 年 3 月 1 日 令和 3 年 3 月 1 日

大
阪
本
部

　
四
月
十
一
日（
日
）

○
祭
典
　
午
前
十
時
執
行

○
神
輿
　
午
後
一
時
半
出
発

　
巡
行

春之例大祭

御
　本
　宮

四
月
四
日（
日
）

養
老
教
会

四
月
十
八
日（
日
）

西
播
教
会

四
月
二
十
九
日（
祝
）

日
本
の
建
国
は

　
　
「
八
紘
一
宇
」
の
精
神

ご 教 話

建国記念祭
（2月11日）

建国記念祭
　ご教話の大阪本部長様

建
国
記
念
祭

奉
納
神
楽
「
浦
安
の
舞
」

現
在
の
出
雲
大
社
。

古
代
の
出
雲
大
祭

　
壮
大
な
社
殿
の
復
元
図

日
本
は
、
ま
さ
に
神
国

　

―
大
国
主
命
の
国
譲
り
神
話
―

ご教話

月並祭
（2月15日）

は
っ
こ
う
い
ち

う

　

先
日
、
米
子
敬
和
会
出
張
の

折
、
出
雲
大
社
を
参
拝
致
し
ま

し
た
。出
雲
大
社
の
御
祭
神
は
、

寶
生
教
の
主
祭
神
で
も
あ
り
ま

す
大
国
主
之
命
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

出
雲
大
社
の
本
殿
は
「
大
社

造
」と
呼
ば
れ
る
建
築
様
式
で
、

そ
の
特
徴
は
「
妻
入
り
」
と
い

い
、
長
方
形
の
建
物
の
短
辺
側

に
出
入
口
が
あ
り
ま
す
。

　

反
対
に
教
会
の
御
神
殿
は

「
神
明
造
」
と
呼
ば
れ
る
建
築

様
式
で
、
長
方
形
の
長
辺
側
に

正
面
出
入
口
が
あ
る「
平
入
り
」

と
い
う
分
類
で
す
。

　

更
に
、
教
会
で
は
神
様
を
北

か
ら
南
に
向
い
て
お
祀
り
し
、

豊
か
に
な
る
為
に
、
知
識
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

最
後
の
「
よ
い
行
い
」
に
つ

い
て
も
、
世
の
為
、
人
の
為
に

尽
く
そ
う
と
思
っ
て
も
、
知
識

が
無
け
れ
ば
人
助
け
を
す
る
事

も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。

　

一
口
に
「
知
識
」
と
言
っ
て

も
、
大
き
な
、
広
い
意
味
が
あ

り
、
た
だ
た
だ
勉
強
す
れ
ば
い

い
、
と
い
う
事
で
は
無
い
か
と

存
じ
ま
す
。

　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
、
様
々
な

「
知
識
」
を
大
神
様
か
ら
授
け

て
頂
く
。
こ
れ
も
、
我
々
が
信

仰
す
る
寶
生
教
、
神
道
の
大
き

な
道
で
ご
ざ
い
ま
す
。

参
拝
者
は
正
面
で
あ
る
南
か
ら

北
に
向
か
っ
て
参
拝
し
ま
す
。

　

し
か
し
出
雲
大
社
で
は
、
参

拝
者
は
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て

参
拝
し
ま
す
が
、
大
国
主
之
命

の
御
神
座
が
西
を
向
い
て
お
祀

り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
神
様

の
横
顔
に
向
か
っ
て
参
拝
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

出
雲
大
社
御
鎮
座
の
由
来
は
、

は
じ
め
に
御
祭
神
の
大
国
主
之

命
は
、
日
本
の
土
着
の
神
で
あ

る
国
都
神
で
す
。
反
対
に
天
照

皇
大
神
を
始
め
と
す
る
、
高
天

原
に
居
ら
れ
た
神
を
天
津
神
と

お
呼
び
し
ま
す
。

　

そ
の
天
照
皇
大
神
が
中
つ
国

（
我
々
の
住
む
世
界
）
を
見
下

ろ
し
て
、「
何
と
素
晴
ら
し
い
国

が
出
来
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
国

を
是
非
私
の
子
孫
に
治
め
さ
せ

た
い
。」
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
天
照
皇
大
神
は
大
国

主
之
命
に
対
し
て
「
こ
の
豊
か

で
美
し
い
国
を
私
に
譲
っ
て
欲

し
い
」
と
仰
い
ま
し
た
。
こ
の

お
話
は
「
国
譲
り
」
と
し
て
有

名
な
神
話
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
依
頼
を
大
国
主
之
命
は

快
く
承
諾
さ
れ
ま
す
。
但
し
、

一
つ
だ
け
条
件
を
お
願
い
さ
れ

ま
す
。
そ
の
願
い
と
は
、「
私

を
天
ま
で
届
く
様
な
御
殿
で
お

祀
り
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
そ
し
て
建
て
ら
れ

た
の
が
、
出
雲
大
社
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

　

出
雲
大
社
の
古
代
の
社
殿
は
、

地
上
か
ら
四
八
メ
ー
ト
ル
の
、

ま
さ
に
天
ま
で
届
く
様
な
高
さ

に
御
殿
が
あ
り
、
そ
こ
に
大
国

主
之
命
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い

う
の
は
有
名
な
お
話
で
す
。

　

出
雲
大
社
に
お
祀
り
さ
れ
て

い
る
の
は
、
実
は
大
国
主
之
命

一
柱
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

寶
生
教
の
主
祭
神
で
あ
り
ま
す

天
御
中
主
之
尊
、
そ
し
て
初
伝

修
行
の
祝
詞
の
中
で
も
申
し
上

げ
る
、高
御
産
巣
日
神
、神
産
巣

日
神
、
更
に
二
柱
の
神
を
合
わ

せ
て
、
別
天
津
五
柱
之
神
と
申

し
上
げ
、配
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
雲
大
社
近
く
の
歴
史
博
物

館
に
行
き
ま
す
と
「
出
雲
国
造

神
賀
詞
」
と
い
う
祝
詞
を
目
に

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

出
雲
国
造
は
出
雲
大
社
の
宮

司
の
こ
と
で
、
神
代
の
時
代
よ

り
続
く
家
系
が
現
在
で
も
代
々

継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

出
雲
国
造
は
そ
の
位
に
就
か

れ
る
と
、
ま
ず
三
年
間
精
進
潔

斎
し
身
を
清
め
、
皇
居
に
於
い

て
天
皇
に
対
し
て
「
出
雲
国
造

神
賀
詞
」を
奏
上
す
る
の
で
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
日
本
国
家
の

発
展
、皇
室
の
安
泰
、そ
し
て
国

都
神
は
天
津
神
に
刃
向
か
う
こ

と
は
致
し
ま
せ
ん
、
と
い
う
意

味
の
こ
と
ば
が
読
み
込
ま
れ
て

お
り
、
こ
の
儀
式
が
恐
ら
く
大

国
主
之
命
の
時
代
か
ら
、
今
も

尚
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

考
え
て
み
ま
す
と
、
我
々
の

日
本
と
い
う
国
は
、
ま
さ
に
神

が
お
造
り
に
な
っ
た
国
で
、

神
々
が
実
際
に
活
動
し
て
お
ら

れ
た
。
そ
し
て
そ
の
神
の
分
御

霊
が
、我
々
日
本
人
な
の
で
す
。

　

更
に
い
つ
も
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
様
に
、我
々
日
本
人
は
、

自
然
の
巡
り
に
逆
ら
う
こ
と
無

く
、
自
然
の
ま
に
ま
に
生
き
る

と
い
う
事
が
大
切
な
の
で
す
。

　

本
日
は
建
国
記
念
祭
、西
播
、

養
老
、
教
会
長
様
を
始
め
、
ご

家
族
、
支
部
教
信
徒
の
皆
様
、

又
本
部
教
信
徒
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
遠
方
、
市
内
各

地
か
ら
、
早
朝
よ
り
よ
う
こ
そ

ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
素
晴
ら
し
い
天
候

に
恵
ま
れ
、
建
国
記
念
の
日
を

迎
え
、
此
偏
に
大
神
様
の
ご
神

徳
に
よ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
、
建
国
記
念
の
日
は
、

今
更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
無
く

日
本
と
い
う
国
が
誕
生
し
、
建

国
の
礎
を
築
か
れ
た
、
初
代
神

武
天
皇
の
ご
偉
業
を
称
え
る
日

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
先
程
は
皆
様
と

共
々
に
、神
武
天
皇
の
ご
偉
業
、

日
本
国
家
の
誕
生
に
感
謝
し
、

国
家
の
発
展
、
皇
室
家
の
安
泰

を
祈
り
、教
信
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
、

日
本
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
人

間
に
な
れ
る
様
に
と
祈
願
し
た

次
第
で
す
。

　

祭
典
中
『
紀
元
節
の
歌
』
を

斉
唱
致
し
ま
し
た
。
本
日
は
、

そ
の
歌
詞
に
つ
い
て
解
説
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

正
式
に
は
『
紀
元
節
』
と
云

い
、
明
治
二
十
一
年
に
発
表
さ

れ
た
、
作
曲
伊
沢
修
二
氏
、
作

詞
高
崎
正
風
氏
の
唱
歌
で
す
。

　

祝
詞
集
の
九
〇
頁
を
ご
覧
頂

く
と
良
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、

一
番
の
「
高
千
穂
」
は
、
宮
崎

県
日
向
市
の
高
千
穂
の
こ
と

で
、
神
話
の
中
で「
天
孫
降
臨
」

の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
。

　

そ
し
て
、「
高
根
お
ろ
し
」

は「
伊
吹
お
ろ
し
」や「
六
甲
お

ろ
し
」
と
同
じ
く
、
山
か
ら
吹

き
下
ろ
す
風
の
こ
と
。
そ
の
様

な
勢
い
あ
る
風
の
如
く
に
神
の

お
徳
を
頂
く
、
素
晴
ら
し
い
御

代
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

二
番
の
「
埴
安
の
池
」
と
は
、

奈
良
時
代
、
橿
原
の
香
具
山
の

西
の
麓
に
あ
っ
た
、
海
原
の
如

く
広
大
な
池
の
こ
と
。
そ
の
池

よ
り
も
尚
広
く
、
更
に
、
海
に

止
め
ど
な
く
押
し
寄
せ
て
く
る

波
の
様
な
恵
み
に
浴
す
る
こ
と

の
出
来
る
世
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　

三
番
の
「
天
つ
日
嗣
の
高
御

座
」
こ
ち
ら
は
天
皇
陛
下
を
意

味
し
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
礎
を

築
か
れ
た
、
初
代
神
武
天
皇
の

即
位
以
来
二
六
八
一
年
、
揺
る

ぐ
事
無
く
万
世
一
系
の
天
皇
を

戴
く
、
尊
い
国
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　

四
番
は
読
ん
で
字
の
如
く
、

日
本
は
、
世
界
の
中
で
類
を
見

な
い
、
素
晴
ら
し
い
皇
室
を
戴

き
、
大
和
民
族
と
い
う
一
つ
の

民
族
が
柱
の
如
く
に
纏
ま
っ
た

国
家
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
、
ま

さ
に
神
の
恵
み
で
あ
る
日
の
光

に
輝
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　

よ
く
お
解
り
の
様
に
、
日
本

国
家
の
基
本
が
こ
の
歌
に
込
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
紀
元
節
が

如
何
に
大
切
で
、
意
味
の
あ
る

も
の
な
の
か
と
云
う
こ
と
を
、

我
々
が
伝
え
な
け
れ
ば
、
次
の

世
代
に
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

　

大
東
亜
戦
争
以
前
の
教
育
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
も
う
殆
ど

居
ら
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
現

在
の
日
本
国
民
の
殆
ど
は
、
公

的
な
教
育
現
場
で
紀
元
節
に
つ

い
て
学
ん
で
い
な
い
の
で
す
。

　

扨
、
先
日
建
国
記
念
の
日
に

近
い
日
と
い
う
こ
と
で
、
橿
原

神
宮
を
参
拝
致
し
ま
し
た
。
お

祀
り
さ
れ
て
い
る
御
祭
神
は
初

代
神
武
天
皇
。
正
式
に
は
「
神

日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
天
皇
」

と
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
日
本
書
紀
』を
繙
く
と
、「
初

代
神
武
天
皇
、神
倭
磐
余
彦
命
、

辛
酉
之
歳
春
正
月
、
庚
辰
之
朔

日
、
橿
原
宮
ニ
即
位
ス
」
と
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
神
武
天
皇
を
称
え
て
、

「
畝
傍
の
橿
原
に
、大
地
の
底
の

磐
に
宮
柱
を
確
り
と
立
て
て
、

高
天
原
に
千
木
を
そ
そ
り
立
て
、

初
め
て
国
を
治
め
た
、
始
馭
天

下
之
天
皇
（
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
）、
そ
の
天
皇

を
神
日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
天

皇
と
申
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
始
め
て
天
下
を
馭

ひ
し
天
皇
」。
初
め
て
天
つ
日

嗣
の
大
業
、
天
皇
に
即
位
さ
れ

た
そ
の
日
を
、
現
行
の
暦
に
合

わ
せ
て
建
国
記
念
の
日
と
称
え

祝
う
訳
な
の
で
す
。

　

で
は
、
神
武
天
皇
は
、
一
体

ど
の
様
な
理
想
を
以
て
建
国
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

歴
史
研
究
に
由
り
ま
す
と
、

教
　
会
　
行
　
事

三
月　

一
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

七
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭
　　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
月
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
火
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

十
日（
水
）　

宝
生
会
（
富
士
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｃ
Ｃ
）

　
　

十
四
日（
日
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

十
五
日（
月
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

二
十
日（
祝
）　

春
之
祖
先
霊
大
祭
　
　
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭
典
後
、
教
信
徒
総
会

　
　

二
一
日（
日
）　

名
古
屋
地
区
敬
和
会

　
　

二
五
日（
木
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

二
八
日（
日
）　

西
播
教
会
修
行
日

四
月　

一
日（
木
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

四
日（
日
）　

御
本
宮
春
之
大
祭　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
木
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
金
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

い
ず
も
の
く
に
の
み
や
つ
こ
の

か
ん
よ
ご
と

こ
と
あ
ま
つ
い
つ
は
し
ら

の
か
み

か
む

や
ま
と
　
い
わ
れ
ひ
こ
ほ
　
ほ
　
で
み
の
す
め
ら
み
こ
と

は
じ

あ
め
の
し
た

を
さ
め
た
ま

す
め
ら
み
こ
と



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  3 月号 令和 3 年 3 月 1 日 3 月号　（２）令和 3 年 3 月 1 日（505号） （505号）

「
世
界
最
高
の
知
性
は
日
本
史
か
ら
学
べ
」

　
―
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
本
史
教
室
―

ご教話

教祖祭
（2月9日）

国
・
祖
先
の
道
筋
を
伝
え
る

　
―
故
教
母
の
祥
月
命
日
に
因
み
―

ご教話

月並祭
（2月1日）

節分祭、御神幣祈願を受ける厄年の方々。

節分祭、奉納神楽「剣の舞」

神武天皇が祀られる橿原神宮

奈
良
、
大
神
神
社

建
国
記
念
祭

「
紀
元
節
の
歌
」
斉
唱

節
分
祭
、
五
穀
の

　
出
来
高
を
示
す
お
蝋
燭

―
コ
ロ
ナ
禍
な
れ
ど
豆
ま
き
神
事
も
賑
々
し
く
―

　「
節
分
厄
除
祈
願
祭
」
厳
粛
に
挙
行

ち
な

お
お
み
わ

神
倭
磐
余
彦
命
が
、
九
州
か
ら

大
和
に
向
け
て
出
発
し
た
の
は

二
十
二
、
三
歳
の
頃
で
は
な
い

か
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

後
に
神
武
天
皇
と
し
て
即
位

さ
れ
る
当
時
二
十
二
、
三
歳
の

神
倭
磐
余
彦
命
は
、
ど
れ
程
素

晴
ら
し
い
能
力
を
お
持
ち
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

何
と
九
州
に
居
な
が
ら
、
大

和
国
に
は
広
大
な
平
地
が
広
が

っ
て
い
て
、
其
処
に
都
を
置
く

こ
と
が
、
こ
の
国
を
立
派
に
打

ち
立
て
る
の
に
相
応
し
い
と
い

う
こ
と
を
、
既
に
見
通
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

　

現
代
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
、
調
べ
れ
ば
地
球

の
裏
側
の
こ
と
ま
で
即
座
に
わ

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、

当
時
九
州
か
ら
奈
良
県
の
様
子

な
ど
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
程
、先
を
見
通
す
お
力
、　

年
が
明
け
あ
っ
と
い
う
間
に

一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
早
く
も
二
月

が
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

二
月
は
「
如
月
」。
そ
の
由

来
は
「
衣
更
着
」
と
も
云
わ
れ
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が
続
き

ま
す
。

　

今
日
二
月
一
日
は
、故
教
母
、

國
寶
統
本
世
根
姫
之
命
の
祥
月

命
日
で
、
帰
幽
さ
れ
て
よ
り
、

数
え
七
十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
様
に
、
亡
く
な
ら

れ
て
か
ら
五
十
年
経
ち
ま
す

と
、
遠
津
御
祖
と
し
て
お
祀
り

又
、
情
報
を
収
集
す
る
術
を
お

持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

未
だ
若
き
年
齢
で
、
そ
れ
程

の
政
治
力
、
情
報
処
理
能
力
を

お
持
ち
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
後
二
六
八
一
年
、
揺
る
ぎ

な
く
続
く
国
家
の
初
代
天
皇
に

即
位
さ
れ
る
訳
な
の
で
す
。

　

そ
の
神
武
天
皇
の
建
国
の
精

神
が
「
八
紘
一
宇
」
と
い
う
精

神
で
す
。『
日
本
書
紀
』
に
は

次
の
様
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
六
合
を
兼
ね
て
以
て
都
を

開
き
、
八
紘
を
掩
い
て
宇
と
為

さ
ん
事
、
亦
可
か
ら
ず
や
。」

　

つ
ま
り
、
世
界
中
、
八
方
に

居
る
全
て
の
人
々
が
家
族
と
し

て
一
つ
の
家
と
な
し
、
共
に
栄

え
て
い
け
る
様
な
世
の
中
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
の
が
、
初
代

神
武
天
皇
の
建
国
の
精
神
だ
っ

た
の
で
す
。

　

神
武
天
皇
の
こ
の
御
思
い

は
、
大
神
様
の
御
神
意
そ
の
も

の
、
即
ち
、
神
道
の
基
本
で
あ

る
と
云
え
ま
す
。

　

寶
生
教
は
神
道
で
す
。
そ
の

基
本
を
誇
り
に
思
い
、
美
し
き

日
本
ら
し
さ
、
日
本
人
ら
し
さ

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
、
我
々
教
信
徒
の
使
命
で

は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

今
の
難
し
い
時
期
に
こ
そ
、

神
道
精
神
を
大
い
に
発
揮
し
、

神
道
の
基
本
を
念
頭
に
置
い
て

日
々
、
信
仰
生
活
に
お
励
み
下

さ
い
。

　

そ
う
為
さ
れ
ば
、
更
な
る
大

き
な
お
徳
を
授
か
り
、
皆
様
の

心
に
、
ま
さ
に「
高
根
お
ろ
し
」

の
如
き
身
太
気
神
風
が
吹
き
、

心
豊
か
な
日
々
を
過
ご
せ
る
も

の
と
強
く
願
っ
て
居
り
ま
す
。

し
ま
す
の
で
、
殊
更
慰
霊
祭
を

執
り
行
う
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ご
祖
先
の
生
き
た

時
代
を
思
い
、当
時
の
ご
経
験
、

ご
遺
業
を
子
ど
も
達
、
孫
達
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要

な
事
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

何
時
も
申
し
上
げ
ま
す
様

に
、
神
道
の
基
本
は
祖
先
祀
り

で
す
。そ
れ
は
ま
さ
に
、ご
祖
先

方
が
体
験
さ
れ
た
事
、
経
験
さ

れ
た
事
を
、
現
代
を
生
き
る
私

達
が
祖
先
祀
り
を
通
し
て
追
体

験
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 　

私
達
の
生
き
る
現
代
社
会
は

物
が
満
ち
足
り
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
「
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
」

と
騒
ぎ
、
不
便
な
思
い
を
致
す

場
面
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
昔
の
暮
ら
し
と
比
べ
る
と

大
変
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
の
子
ど
も
さ
ん
方
は
、

生
ま
れ
た
時
の
恵
ま
れ
た
環
境

が
当
た
り
前
で
、
そ
の
環
境
し

か
知
り
得
ま
せ
ん
。

　

そ
の
事
が
一
概
に
悪
い
と
は

云
え
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
そ

こ
に
辿
り
着
く
ま
で
の
ご
祖
先

の
ご
苦
労
を
言
い
伝
え
て
い
く

こ
と
に
、
大
変
価
値
が
あ
る
も

の
と
存
じ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
慰
霊
の
祖
先
祭

を
執
り
行
う
折
に
、
又
は
節
目

の
命
日
に
、
当
時
を
思
い
、
子

ど
も
達
、
孫
達
に
伝
え
聞
か
せ

て
お
く
事
が
大
切
な
の
で
す
。

　

扨
、
先
日
奈
良
県
桜
井
市
に

鎮
座
す
る
大
神
神
社
を
参
拝
し

ま
し
た
。
大
神
神
社
の
御
祭
神

は
大
物
主
大
神
。
又
寶
生
教
の

主
祭
神
で
も
あ
る
大
己
貴
之
命

と
少
名
彦
之
命
も
配
祀
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

大
物
主
大
神
と
い
う
御
名
は

な
か
な
か
聞
き
慣
れ
な
い
で
す

が
、実
は
出
雲
大
社
の
主
祭
神
、

大
国
主
之
命
の
こ
と
な
の
で
す
。

　
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

な
ど
の
神
話
を
繙
き
ま
す
と
、

遥
か
神
代
の
時
代
、中
つ
国（
現

在
我
々
の
住
む
世
界
）
を
治
め

て
い
た
の
は
大
国
主
之
命
で
、

は
じ
め
に
大
国
主
之
命
の
国
造

り
に
協
力
さ
れ
た
の
は
少
名
彦

之
命
で
し
た
。

　

二
柱
の
神
は
力
を
合
わ
せ
て

国
造
り
を
為
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
あ
る
時
、
少
名
彦
之
命

が
姿
を
消
さ
れ
ま
す
。

　

思
い
悩
ん
で
い
た
大
国
主
之

命
の
前
に
「
私
は
あ
な
た
（
大

国
主
之
命
）
の
幸
塊
・
奇
塊
で

あ
る
」
と
名
乗
る
神
が
現
れ
ま

す
。
そ
の
神
が
大
物
主
大
神
だ

っ
た
の
で
す
。

　

大
物
主
大
神
は
三
輪
山
に
鎮

ま
り
祀
ら
れ
る
事
を
望
ま
れ
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
畿
内
を
平
定

し
、
国
造
り
を
成
就
さ
せ
ま
し

ょ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

　

大
神
神
社
に
は
拝
殿
は
あ
り

ま
す
が
本
殿
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
大
物
主
大
神
は
三
輪
山
に

鎮
ま
ら
れ
、
ご
神
体
で
あ
る
山

自
体
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
い
う

姿
が
今
尚
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

神
話
と
聞
く
と
ま
る
で
お
と

ぎ
話
の
様
な
気
も
致
し
ま
す

が
、
実
際
そ
の
様
な
出
来
事
が

あ
っ
た
か
ら
、
今
で
も
そ
の
信

仰
が
続
い
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

扨
、
こ
こ
で
先
程
申
し
ま
し

た
祖
先
祀
り
。
こ
ち
ら
は
私
達

の
近
し
い
ご
祖
先
の
ご
守
護
に

感
謝
し
、
歩
ま
れ
た
道
筋
を
同

じ
様
に
辿
る
も
の
で
あ
る
と
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

更
に
、神
道
と
は
何
な
の
か
。

そ
の
道
筋
を
何
百
年
。
何
千
年

と
い
う
大
き
な
規
模
で
辿
り
、

そ
こ
に
信
仰
を
見
い
だ
し
た
の

が
、
古
来
伝
わ
る
、
尊
き
日
本

の
神
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
月
二
日（
火
）、節
分
の
日
、

節
分
厄
除
祈
願
祭
が
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
三
日
が
立
春
で
、
節
分
が

二
日
に
な
る
の
は
、
明
治
三
〇

年
以
来
、
実
に
一
二
四
年
ぶ
り

と
の
こ
と
。

　

此
の
年
、
厄
年
に
あ
た
る
男

女
各
年
齢
の
皆
様
に
、
教
信
徒

　

明
後
日
、
二
月
十
一
日
は
建

国
記
念
の
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
祝
日
の
意
味
、
意
義
は
よ

く
ご
理
解
頂
い
て
い
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。

　

初
代
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
で

即
位
さ
れ
て
よ
り
二
六
八
一

年
。
一
系
の
天
皇
を
い
た
だ
い

て
国
家
が
存
在
し
続
け
て
い
る

日
本
は
、
世
界
で
見
て
も
最
長

の
歴
史
を
有
す
る
国
で
す
。

　

そ
れ
程
日
本
は
素
晴
ら
し
い

の
皆
様
ご
参
列
の
中
、
開
式
。

　

神
籬
を
設
け
、
祓
戸
四
柱
之

大
神
に
降
神
い
た
だ
き
、
斎
主

祝
詞
で
は
、
令
和
三
年
が
転
禍

招
福
、
安
心
立
命
な
年
と
な
る

様
、
又
殊
分
け
て
、
厄
年
の
皆

様
が
一
年
間
厄
に
遭
う
こ
と
無

く
、
佳
き
年
と
な
る
様
ご
祈
願

下
さ
い
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
皆
様
が
息
を
吹

き
か
け
ら
れ
た
「
人
形
」
も
ご

神
前
に
お
供
え
し
、身
体
堅
固
、

焼
禍
招
福
を
ご
祈
願
下
さ
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
神
楽
「
剣
の
舞
」

奉
納
。
罪
、穢
れ
を
祓
い
清
め
、

疫
病
を
も
打
ち
払
う
如
く
、
爽

や
か
に
、
華
や
か
に
奉
奏
。

　

又
祭
典
中
点
火
し
た
お
蝋
燭

に
よ
り
、
今
年
一
年
の
五
穀
の

穫
れ
高
を
ご
神
示
頂
き
ま
し
た
。

　

厄
年
の
皆
様
、
一
人
ひ
と
り

昇
殿
し
、
玉
串
奉
奠
。
そ
れ
ぞ

れ
が
更
な
る
ご
神
徳
を
蒙
ら
れ

る
様
、
拝
礼
致
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
恒
例
の
豆
ま
き
神

事
も
実
施
。
お
供
え
お
下
が
り

の
豆
に
、
婦
人
世
話
人
の
皆
様

が
前
日
よ
り
ご
準
備
下
さ
っ
た

お
餅
な
ど
、
厄
年
の
皆
様
の
手

か
ら
撒
か
れ
た
「
福
」
を
沢
山

頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
有
志
の
皆
様
に
お

供
え
頂
い
た
福
当
た
り
の
賞
品

と
、福
豆
を
拝
受
致
し
ま
し
た
。

国
で
あ
り
ま
す
が
、
で
は
海
外

諸
国
は
、
日
本
と
い
う
国
を
ど

の
様
に
評
価
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

評
論
家
、
佐
藤
智
恵
氏
の
著

書『
ハ
ー
バ
ー
ド
日
本
史
教
室
』

に
は
「
な
ぜ
世
界
最
高
の
知
性

は
日
本
史
か
ら
学
ぶ
の
か
」
と

あ
り
ま
す
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
と
は
、
ご
存
知

の
様
に
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
こ
と
。
世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
第
三
位
の
、
ま

さ
に
「
世
界
最
高
の
知
性
」
と

い
え
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お

け
る
、
教
育
現
場
の
お
話
な
の

で
す
。

（
日
本
の
大
学
の
最
高
峰
、
東

京
大
学
は
世
界
第
二
十
三
位
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
優
秀
さ
が

理
解
頂
け
る
か
と
存
じ
ま
す
。）

　

そ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

は
、
日
本
の
事
を
、
我
々
日
本

人
が
学
校
で
習
う
よ
り
深
く
、

教
材
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
有
名
な
お
話

で
す
。

　

イ
ン
ド
の
経
済
学
者
で
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
ア
マ
ル

テ
ィ
ア
・
セ
ン
氏
も
、
日
本
を

高
く
評
価
す
る
人
物
の
一
人
で

す
。
彼
は
、
ア
ジ
ア
初
の
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
で
も
あ

り
、
大
変
優
秀
な
方
で
す
。

　

セ
ン
氏
曰
く

「
戦
後
の
日
本
の
経
済
成
長
は
、

ま
さ
に
、
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
。

又
、
知
識
に
よ
っ
て
国
を
発
展

さ
せ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。」

こ
れ
が
、
世
界
が
見
習
う
べ
き

日
本
の
素
晴
ら
し
い
点
だ
と
生

徒
達
に
教
え
る
そ
う
な
の
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
知
識
に
よ
っ
て

発
展
さ
せ
て
き
た
日
本
の
歴
史

を
、
一
体
ど
こ
に
見
出
す
の
か

と
い
う
と
、
世
界
最
古
の
憲
法

と
云
わ
れ
る
「
十
七
条
憲
法
」

で
あ
る
そ
う
な
の
で
す
。

　

遡
る
こ
と
約
一
四
〇
〇
年

前
。
推
古
天
皇
の
御
代
で
摂
政

と
し
て
政
治
を
司
っ
て
い
た
聖

徳
太
子
が
定
め
た
憲
法
で
す
。

　

そ
の
十
七
条
憲
法
の
第
一
条

が
、
有
名
な
「
以
和
為
貴
（
和

を
以
て
貴
し
と
為
す
）」
と
い

う
条
文
で
す
。
こ
の
言
葉
が
大

変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
、

セ
ン
氏
は
評
価
す
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
国
家
の
政
策
等
、

重
要
な
事
柄
は
全
て
皆
で
議
論

し
て
進
め
な
さ
い
と
い
う
事

で
、
世
界
に
先
駆
け
て
憲
法
と

い
う
形
で
発
布
し
た
の
が
日
本

国
家
だ
っ
た
の
で
す
。

　

日
本
の
十
七
条
憲
法
か
ら
遅

れ
る
事
約
六
〇
〇
年
、
よ
う
や

く
イ
ギ
リ
ス
で
「
マ
グ
ナ
・
カ

ル
タ
（
大
憲
章
）」
と
呼
ば
れ

る
法
律
の
基
本
と
な
る
憲
章
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
殆
ど
の
国
が
、
政
府
の

統
治
を
憲
法
に
基
づ
い
て
行

い
、
政
府
の
権
威
や
合
法
性
が

憲
法
の
制
限
下
に
置
か
れ
る

「
立
憲
主
義
」と
い
う
考
え
方
で

す
が
、
そ
の
基
本
が
イ
ギ
リ
ス

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
は
遥
か
六
〇
〇

年
前
に
日
本
で
は
同
義
の
憲
法

を
国
民
に
文
書
で
示
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、

セ
ン
氏
の
故
郷
イ
ン
ド
で
は
、

古
く
か
ら
、

「
よ
き
人
に
な
る
為
に
は
三
つ

の
道
が
あ
る
。

一
つ
は
、
知
識
を
得
る
道
。

一
つ
は
、
神
を
信
仰
す
る
道
。

一
つ
は
、
よ
い
行
い
を
実
践
す

る
道
。」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
三

つ
の
道
を
踏
み
行
う
為
に
は
、

や
は
り
「
知
識
」
が
必
要
で
す
。

一
つ
目
は
、
ま
さ
に
「
知
識
を

得
る
」
事
そ
の
も
の
。

　

二
つ
目
の
、「
神
を
信
仰
す

る
」
と
い
う
事
も
、
知
識
を
得

る
為
の
一
つ
の
通
過
点
で
あ

り
、
神
の
言
葉
を
理
解
し
、
心

お
お
も
の
ぬ
し
の
お
お
か
み

は
っ
こ
う
い
ち
う

り
く
ご
う

か

も
っ

み
や
こ

ひ
ら

や
ひ
ろ

お
お

い
え

な

こ
と

ま
た
よ
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